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本田  涼子本田  涼子
ほんだほんだ りょうこりょうこ

いつも大変お世話になりありがとうございます。小
児科の本田涼子です。2013年よりこの病院に勤務さ
せていただき、あっという間に10年がたちました。そ
の間に働き方改革が本格的に導入され、医師の勤
務実態は以前とは全く違うものになりつつあります。
多少の戸惑いを感じながらも、新しい勤務システムの
下で、患者さんに最大限の医療を提供できるように
日々がんばっております。
小児科はこどもの総合診療医ですが、一方で小児
科の中にはさらにいくつかのサブスペシャリティがあ
り、より専門性の高い医療を提供できるような体制と
なっています。長崎医療センターには主に「新生児」
「小児循環器」「小児神経」の3つのグループがあり、
緊急性の高い救急の対応から慢性期の全身管理ま
で、各グループが協力し合いながら診療にあたってい
ます。小児科単独では解決できない問題も多く、外
科系や内科系の成人診療科の先生や他院の先生の
お力もお借りしながら、こどもたちの成長を多方面か

らサポートできるよう、コーディネーターとしての役割も
担っております。
少子化でこどもの数は減っていますが、より高度な
医療やサービスが求められる時代になり、私達小児
科医に求められることは以前よりも大きくなっていま
す。心にゆとりをもって診療を楽しむことで、若い先生
達にもっと小児科の魅力が伝わり、仲間が増えていっ
たらいいなと思っています。 これからもどうぞよろしくお
願いいたします。

小児科医長小児科医長

Q： 管理栄養士を目指したきっかけは何ですか？
A：  高校で野球していた時に、筋肉や身体を大きく
する食事に興味を持ったのがきっかけで、管理
栄養士を目指すようになりました。

Q： 普段の業務内容を教えてください。
A：  大きく分けて臨床業務と給食業務を行っていま
す。臨床業務では、救命病棟と5B病棟の患者さん
の栄養管理を担当しています。また、チーム医療
では栄養サポートチーム、呼吸サポートチームに
参加しています。給食業務では献立の確認などを
行っています。今年は焼き魚が美味しくなるよう
に調理師と協力して加熱温度の最適化などの取
り組みを行っています。

Q： 仕事で大切にされていることは何ですか？
A：  患者さんに声をかけて頂きやすい関係作りを大
切にしています。闘病中の患者さんの中には治
療の副作用によって食欲が減退することがあり
ます。そのなかで、患者さんからの「今日は食欲
ないけど、〇〇なら食べられそう」などの食事の
相談を受けやすい関係作りに努めています。

Q： 現在の働き方はいかがですか？
A： 長崎医療センターは相談しやすい環境だと思いま
す。特に栄養サポートチームでは複雑な病態の患
者さんが多いので、医師、看護師、薬剤師などに相
談させて頂いています。研究では、当院が開催し
ている研究の勉強会に参加して学んだことを活か
して、日本病態栄養学会で口頭発表を行うことが
できました。

Q： オフの時間の過ごし方は？
A： 身体を動かすことが好きなので、那覇マラソンや
諫早ウルトラウォーキング(42.195km)に出場し
ました。最近は英会話に興味を持つようになった
ので、大村市が開催している英会話教室や外国人
と交流するイベントに参加しています。

Q： 今後の目標を教えてください。
A： 臨床業務では、論文やガイドラインに従った根拠
のある栄養管理が行えるようにしたいです。給食
業務では、栄養管理された病院食が患者さんの入院
中の励みになるように努力していきます。

担う明日を
北 和貴

出身地：広島県
好きな漫画：宇宙兄弟
好きなプロ野球の球団：広島カープ
得意料理：広島風お好み焼き
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当院の“明日を担う”スタッフに、
work、life、そしてvisionを語ってもらいましょう。
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大村の夕焼け

患者さんの作品 NSTカンファレンスの様子
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コロナ明けの花見
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